
令和元年度 3 ⽉定例記者会⾒ 次第
⽇ 時 ： 3 ⽉ 23 ⽇ （ ⽉ ） 15 時 00 分 〜
会 場 ： ⽷ 島 市 役 所  庁 議 室

【 出 席 者 】
〔 伊 都 国 記 者 会 〕 朝 ⽇ 新 聞 、 ⽷ 島 新 聞 、 ⻄ ⽇ 本 新 聞 、 毎 ⽇ 新 聞 、 読 売 新 聞

Ｎ Ｈ Ｋ 福 岡 放 送 局
〔 ⽷ 島 市 〕 市 ⻑ 、 副 市 ⻑ 、 教 育 ⻑

関 係 部 課 （ 企 画 部 ） 秘 書 広 報 課
（ 健 康 増 進 部 ） 健 康 づ く り 課 、 介 護 ・ ⾼ 齢 者 ⽀ 援 課

１  市 ⻑ あ い さ つ

２  4 ⽉ の イ ベ ン ト ● イ ベ ン ト 情 報

３  案 件
（ 1） ⽷ 島 市 ⼦ 育 て 世 代 包 括 ⽀ 援 セ ン タ ー 「 い と ハ ピ 」 の 開 設 に つ い て

（ 健 康 づ く り 課 ）  ● 資 料 1
（ 2） ⽷ 島 市 基 幹 型 地 域 包 括 ⽀ 援 セ ン タ ー の 開 設 に つ い て

（ 介 護 ・ ⾼ 齢 者 ⽀ 援 課 ）  ● 資 料 2
（ 3） ⽷ 島 市 制 施 ⾏ 10 周 年 記 念 事 業 『 郷 ⼟ ⽷ 島 の 偉 ⼈ た ち 』 の 偉 ⼈ が 決 定 ！

（ 秘 書 広 報 課 ）  ● 資 料 3

４  市 ⻑ 短 信 ● 短 信 資 料

５  懇 談 ・ そ の 他

■ 次 回 定 例 記 者 会 ⾒ の 開 催 ⽇ 時 （ 予 定 ）
⽇ 時 ： 4 ⽉ 28 ⽇ （ ⽕ ） 13 時 30 分 〜
場 所 ： ⽷ 島 市 役 所  庁 議 室



 

 

 

 

 

 

 

 

概要 
糸島市では 、4 月から子ども課と健康づくり課が連携し、健康福祉センターあごら２階に「子育て世

代包括支援センターいとハピ」を開設します。センターの愛称「いとハピ」とは糸島でのハッピーな子

育てを支援する場という意味で、４５７人のみなさんの投票で決定しました。 

 
センターの特徴 

・妊娠期から子育て期にわたる切れ目のないサポート 

・助産師や保健師、保育士等の専門職が対応 

・土曜開所により働く妊産婦の利便性向上 

・母子健康手帳交付を集団交付から個人交付へ（事前電話予約制） 

・産前産後サポート事業、産後ケア事業の実施 

・母子手帳アプリ導入 

・相談支援の充実 

 
オープニングセレモニー（新型コロナウイルスの影響により中止となる可能性があります） 

日時：令和２年４月１１日（土） １０：００～１１：３０ 

場所：健康福祉センターあごら２階 

内容：①開所式（３０分程度） 

   ②特別講演 テーマ「妊婦さんや子育て中の方へ伝えたい事」 

    講師 福岡大学医学部産婦人科 助教 讃井 絢子 氏 

出席予定者：①市長、議長、副議長、市民福祉常任委員、糸島保健福祉事務所長 

 
センター概要 

住所：糸島市潤一丁目２２番１号（健康福祉センターあごら２階） 

開所時間：８：３０～１７：１５（日・月・祝日を除く） 

電話：０９２－３２４－９９９４ 

e-mail：itohapi@city.itoshima.lg.jp 

 

データ 
●母子健康手帳交付数推移 

H２８ H２９ H３０ 

６９６ ６９０ ６５４ 

 

●0 歳～3 歳児人口（年度末時点） 

 

 

 

 

 

 

 H２８ H２９ H３０ 

0 歳 ７２０ ７２７ ７１７ 

1 歳 ８２０ ８００ ８０３ 

2 歳 ８４７ ８７３ ８７３ 

3 歳 ８６７ ９００ ９２４ 

定例記者会見資料 

令和２年３月２３日 

健康増進部健康づくり課 

～糸島市は子どもを安心して生み育てられる環境づくりを進めています～ 

「子育て世代包括支援センターいとハピ」を開設します 

【問い合わせ先】 
健康増進部健康づくり課母子保健係 
 担当：小澤 
TEL：直通：３３２－２０６９ 内線：１５３８ 
ﾒ ｰ ﾙ：kenkozukuri@city.itoshima.lg.jp 







 

 

 

 

 

 

 

 

【設置目的】 

○多様化・複雑化する高齢者の相談に対応するため、地域包括支援センターの対応力の

強化を図る。 

  ○地域包括支援センターの職員の対応力向上のため、基幹型センター職員による専門的

な実務指導や研修を実施可能な体制を整備する。 

  ○一人暮らし高齢者等の増加に対応するため、校区社会福祉協議会等と連携し、地域包

括支援センターを中心とした地域の見守りや生活支援に係る体制を構築する。 

【基幹型センターの概要】 

  １ 設置年月日 

    令和２年４月１日 

２ 委託先 

    社会福祉法人糸島市社会福祉協議会 

 ３ 設置場所 

    健康福祉センター「あごら」内（糸島市潤一丁目２２番１号） 

 ４ 人員体制 

    センター長     １名 

    保健師       １名 

    社会福祉士     １名 

    主任介護支援専門員 １名  計４名 

【基幹型センターの概要】 

    詳細は別紙のとおり 

 

定例記者会見資料 

令和２年３月２３日 

健康増進部介護・高齢者支援課 

糸島市基幹型地域包括支援センターを設置します！ 

～地域包括支援センター更なる体制強化に向けた取組～ 

【問い合わせ先】 

健康増進部 介護・高齢者支援課 高齢者支援係 

担当：木村・矢野 

TEL：直通：３３２－２０７０ 

   内線：１５６１ 

＜糸島市の高齢者の現状＞ 

 ・高齢化率 28.9％（令和元年 10 月１日現在） 

・一人暮らし世帯数 6,379 世帯（平成 31 年 4 月 1 日現在）全世帯の 15.1％ 

・平成 30 年度地域包括支援センター相談件数 22,083 件 
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糸島市制施行 10 周年記念事業『郷土糸島の偉人たち』（糸島市と糸島新聞社の共同企画）について、

このたび 12 人の偉人が決定しました。（※別紙「偉人一覧」参照） 

決定した偉人については、広報いとしまや市ホームページなどにより、広く紹介していきます。 

 

【選定の経過等】 
○偉人情報の募集 

  ・下記の定義を参考に、広報いとしま、市 HP、市公式 FB により、糸島出身の偉人を募集。 

   （政治・経済、スポーツ、教育、芸能などジャンルを問わない。ただし、故人に限る。） 

 

 

 

 

 

  ・所定の応募様式により、令和元年 11 月 15 日（金）～12 月 20 日（金）で募集。 

   （※26 人の応募者から 32 人の偉人情報が寄せられた。） 

 

○偉人の選定および決定 

  ・応募による収集情報およびその他の方法（郡誌・町史の確認等）により収集した情報をもとに、

下記のとおり全 3 回の選定委員会を開催し、偉人を選定。選定結果を市に報告。 

   （※応募情報（32 人）およびその他の方法による情報（173 人）の計 205 人から選定。） 

・市は、選定委員会から報告を受けた選定結果をもとに、偉人を決定。 

 

  ≪『郷土糸島の偉人たち』選定委員会≫ 

   ・第 1 回選定委員会（11 月 5 日）…偉人の募集要領、選定方法、定義の確認など 

   ・第 2 回選定委員会（2 月 7 日） …収集情報および選定方法等の確認、選定基準の検討 

   ・第 3 回選定委員会（3 月 10 日）…選定基準の決定、偉人の選定 

 

  ≪選定基準≫ 

・全国的に活躍した人や知名度が高い人 

・各分野（産業、医療、教育、芸術など）の先駆者やその振興に大きく寄与した人 

・地域の発展に大きく寄与した人もしくは地域課題の解決に大きく貢献した人 

・当時の取り組みやその功績が、今もなお地域や住民等に恩恵（影響）を与えている人 

・次代を担う若者や子どもたちに伝えていく意義が大きい人 

定例記者会見資料 

令和２年３月２３日 

企画部秘書広報課 

糸島市制施行 10 周年記念事業 

『郷土糸島の偉人たち』の偉人が決定！ 

≪定義≫ 

「出身」：「糸島市で生まれた人、暮らした人」や「糸島市に深いゆかりがある人」 

「偉人」：「歴史に名を残すような立派なことを成し遂げた人」や「多くの人々から尊敬

され後世に語り継がれるような人」 



 

○偉人の紹介 

・広報いとしま：令和 2 年 6 月 1 日号から、毎月 1～2 人ずつ紹介 

（※令和 2 年 5 月 1 日号で 12 人全員の概要を紹介し、以降詳細を紹介。） 

・市 HP：令和 2 年 3～4 月から、トップページのフォトニュース欄を活用して紹介 

・市公式 FB：令和 2 年 3～4 月から、HP 公開にあわせて紹介 

・展示：市役所情報公開コーナー等でパネル展示を実施予定 

 

 

【参考】 
 ○事業の目的 

   糸島出身の偉人を広く紹介することで、市民が郷土“糸島”への郷土愛を深め、誇りをもつ機会

とし、市民協働によるまちづくりへの更なる機運醸成を図ることを目的とする。 

   ※創刊 100 周年を迎えた糸島新聞社との協働により、同社がもつ地域に密着した豊富な情報量と

情報収集力・発信力を生かし、偉人の発掘や紹介などの強化を図る。 

 

 ○選定委員会の構成 

・糸島新聞社 顧問･････････上原 康弘 氏（委員長） 

・前原地域（有識者）･･････中田 光司 氏 

・二丈地域（有識者）･･････松尾 照和 氏 

・志摩地域（有識者）･･････高田 秀五 氏 

・女性（有識者）･･････････古川 マサエ 氏 

 

 

【問い合わせ先】 

企画部 秘書広報課 広報係 担当：川山 

TEL：直通：３３２－２０７９ 

   内線：１３３１ 

ﾒ ｰ ﾙ：kawayama.y.716@city.itoshima.lg.jp 



■『郷⼟⽷島の偉⼈たち』の偉⼈⼀覧（50 ⾳順） 
番号 偉⼈の名称 偉⼈の概要 

1 井
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盛岡⾼等農林学校を卒業後、⻑⽷村⻑（⼤正 14 年から 5 期 20 年）
をはじめ、その他⻑⽷の要職を歴任。 
昭和 3 年、⻑⽷が主基斎⽥（すきさいでん）の最終候補地となるも
落選。その悔しさから村興しを決意。以降、3 ⽉ 15 ⽇を村興記念⽇
として、現在まで続く⻑⽷郷⼟振興⼤会へとつながっている。 
まさに⻑⽷の礎を築いた⼈物。 

2 ⼤
おお

原
はら

 研
けん

介
すけ

 

雷⼭村役場に⻑年勤務、昭和 7 年助役、同 14 年 12 ⽉雷⼭村村⻑に
就任。昭和 9 年の⼤旱魃に起因した雷⼭⼤溜池築造及び配⽔管整備
に尽⼒、昭和 19 年に⾒事に完成させた。 
⽷島市では、⼩学 4 年⽣の社会科の中で、先⼈の努⼒ということで、
雷⼭⼤溜池の授業として教材化が計られ、4 ⼥洋⼦⽒が授業の講師
を務められている。 

3 岡
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戦後はスポーツの理論研究と後輩の実技指導に努めた。その後⽇本
スポーツの近代化と科学化に努め、陸上⻑距離界のトレーニングの
あり⽅を⽰唆した。昭和 26 年には、戦後初のボストンマラソンの
監督を務め、⽥中茂樹を⽇本⼈として初優勝に導き、科学的な研究
と指導法が⾼く評価された。福岡国体の開催や平和台陸上競技場の
建設・命名等多くの功績を残した。 

４ ⽢
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刑余者（刑罰を受け、刑務所を出所した⼈等）を⾃⾝の寺（当時は
⻑⾳寺）へ引きとり、家族同様に暮らし、彼らの⾃⽴更⽣のために、
寺の前の畑を果樹園にして、刑余者と共に汗を流した。この果樹園
を仏教にちなみ「瑠璃光園」と名付けた。関わった刑余者は、間接
保護 600 ⼈、寺に引きとった者 60 ⼈に及んだ。 
また、妻タキノの内助の働きは、世の鏡として世⼈の尊敬を受けた。
「⽷島保護司会の祖」と⾔われる。 

5 友
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けん

 

⽷島農協は昭和 37 年 11 ⽉、⽷島郡内 14 農協と 2 連合会が合併し、
全国初⼀郡⼀農協という、当時の⾏政の枠を超えた広域農協として
誕⽣。県農協中央会⽷島⽀会⻑、⽷島郡農協運営協議会⻑として、
合併の推進に優れた指導⼒を発揮し、合併後は初代組合⻑に就任。
地域農業の振興と、その拠点となる⽣産・販売の施設整備に尽⼒、
現在の⽷島農業の礎を築いた。 

6 中
なか

村
むら

 寅
とら

太
た

 

⽇本農業再建の悲願に燃えて福岡県農村⻘年連盟を結成、書記⻑と
なるや全国農⺠運動の先頭に⽴ち、農⺠の代弁者、庶⺠⼤衆の味⽅
として中央政界で活躍。 
昭和 22 年衆議院議員に当選以来、10 期 30 年、数々の要職を歴任。
さらに運輸⼤⾂、国務⼤⾂と⼆度にわたり⼊閣した。 
浅間⼭荘事件の体験から第⼀線警察官殉職時の補償強化、駐在所の
妻の⼿当新設等、⼈情味溢れる政治家として多⼤な実績を残した。 



番号 偉⼈の名称 偉⼈の概要 

7 原
はら

⽥
だ

 新
しん

⼋
ぱち

郎
ろう

 

東京美術学校（現・東京芸⼤）で彫刻を専攻。⾼校教諭等を務めな
がら創作活動に打ち込み、⽇展に複数回⼊選。「働く⼈」や「漁婦」
が特選に選ばれ、昭和 35 年には第 1 回菊華賞を受賞。 
福岡県美術協会顧問及び⽇展の会員。原⽥⼤六⽒の⽴像、伊都⽂化
会館のレリーフ、同館の緞帳「天地創造」等も製作。 
昭和 61 年、前原町に作品と⼟地等を寄贈、現在の伊都郷⼟美術館
が開設された。 

8 原
はら

⽥
だ

 ⼤
だい

六
ろく

 

「伊都国」とよばれた⼆千年前の埋もれた歴史に光を当て、沖ノ島
遺跡と平原遺跡の国宝出⼟遺跡調査に深く関わり、古代史の解明に
情熱を注いだ考古学の研究者。 
昭和 40 年、平原遺跡の調査団⻑として緊急調査を開始。遺跡から
破砕した四⼗⾯の鏡や、数多くの副葬品が発掘され、これらの調査、
研究、管理のために、⾃宅に『平原遺跡出⼟品復元室』を建設し、
⽇本最⼤の銅鏡（内⾏花⽂鏡）の復元を果たした。 

9 増
ます

⽥
だ

 顕
あき

邦
くに

 

昭和 6 年⽇刊⼯業新聞社に⼊社、同 20 年⼯業新聞を復刊して社⻑。
新⽇本機械⼯業等の社⻑も兼務。多くの要職を帯び、⼯業及び公共
事業に貢献した功により、藍綬褒章及び紺綬褒章を受章。 
⺟校の野北⼩学校の校舎改築費として、巨額の資財を寄贈する等、
数⼗年にわたり幾多の奉仕を続けられた。桜野⼩学校には、村⺠挙
げて⽒の徳を頌して、「増⽥顕邦⽒頌徳碑」が建てられた。 

10 
松
まつ

永
なが

 冠
かん

⼭
ざん

 

※正しくは「⼨」
でなく「⺉」。 

京都市⽴絵画専⾨学校（現・京都市⽴芸術⼤学）卒業以来、京都を
拠点に活躍。政府主催の官展（⽂展や帝展、現・⽇展）で 7 度⼊賞。
帰郷後は⽇展委員や福岡県美術協会常任理事等を務める傍ら、講師
として教壇に⽴ち、⽣徒たちに絵を教えた。 
昭和 25 年、彫刻家・原⽥新⼋郎らと共に「⽷島美術協会」を設⽴。
⽷島地域をはじめ、福岡の美術界をけん引した。 

11 松
まつ

本
もと

 三
さぶ

郎
ろう

 

昭和 26 年、旭光学⼯業株式会社代表取締役社⻑に就任。 
昭和 31 年、⽇本光学⼯業協同組合理事⻑に就任。 
昭和 36 年、「財団法⼈松本奨学会（初代理事⻑松本三郎）」を発⾜。
当初、奨学⽣は⽷島⾼校⽣徒及び⽷島⾼校卒業の国公⽴⼤学⽣に限
られていたが、昭和 46 年度から⽷島農業⾼校⽣、昭和 54 年度から
「今宿以⻄の福岡市及び⽷島郡内に居住する者」に広げられた。 

12 吉
よし

浦
うら

 秀
ひで

次
じ

郎
ろう

 

ブラジルに渡航、移住組合の⼀員として奥地に⼊り、コーヒー栽培
を開始。綿耕作･養蚕･養鶏と取り組み、次いでスイカ栽培に着⼿。
国内のスイカ王となる。その後も規模を拡⼤、⽇平均 250 ⼈の現地
労務者を雇い、38 台のトラックを動かす⼤農家に発展。 
多数の⽇本⻘年を招き、教育し、⾃⽴経営させた功績も⼤であり、
ブラジルの農業王としてブラジル国⽂化功労章を授与された。 
また、帰郷の折には神社、学校等に多額の浄財寄贈を⾏った。 
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